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ものづ く り 学習に対する興味関心を高める木材加工の授業の試み
一地元森林の原木を利用 した椅子づ く り を教材にし て一

岳 野 公 人* 鬼 藤 明 仁** 松 浦 正 史*** 

本研究は, 地元森林の原木を手加工 し て製作する椅子 を教材に, ものづ く リ 学習に対する興味関心の向上に関 し て検討

し た。 まず, 教材と なる椅子については, 地元森林の原木の利用, 加工作業の種類の簡素化 , 新奇性が感 じ ら れるよう ド

ロ ーナイ フ によ る切削加工 を採用す る こ と を条件に , ス ツ ールタ イ プのも のを構想 し た。 それを基に試作品 を製作 し , 工

程表を作成 し た。 次に, ドロ ーナイ フ を使用す る最初の機会と な る場面を取り 上げて大学生を対象に授業 を試行 し た。 質

問紙法によ る事後調査の結果, 学生たちが, 授業後, ものづ く り 学習に対す る興味関心が高い状態であるこ と が示 さ れた。 

授業後の自由記述から , 学生たちが原木から ドロ ーナイ フで切削 し てい く こ と に日新 し さ を感 じ ながら興味関心 を高めて

いるこ と が確認 さ れた。 指導に際し ては, 切削の体験を通し て, 身近な自然環境から伐採 し た原木によ る資源運用につい

て理解 させる重要性が認識 さ れた。 
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1 . 緒 論
生徒が興味関心を も っ て学習活動に取り 組めるこ と は

授業の基礎要件 と な っ てい る。 deCharms' ) は , 自分 の

意志によ る行動 と 捉え てい る (origin : 指 し手) のか, 
そ う ではない と 捉え てい る (pawn : コ マ ) のかによ っ

て, 行動の意欲に差異が生 じ ると指摘 している。 生徒は, 
「気にな る」 , 「面白 そう」 と い う よ う に興味関心が高め

ら れてこ そ, 積極性を発揮でき ると いえ る。 近年, 学校

教育では, 思考力 , 判断力 , 表現力等の育成が重視さ れ

ており 2), 生徒の興味関心 を起点 と す る授業構成の必要

性は増 し てい る と考え ら れる。 本研究におけ る興味関心

は, 注意を向け るこ と によ っ て特定の方向に行動 を喚起

す る意識と定義す る 3)。
ものづ く り の学習に関し て, 生徒の興味関心が高めら

れる授業要素 と し て , Berlyne4) は新奇的 な刺激の重要

性を述べており , こ のこ と によ れば, 生徒が目新 しい と

感 じ ら れる要素が重要にな る。

設計, 製作, 点検を一連とする, ものづ く り の学習は, 
中学校の必修教科である技術 ・ 家庭科の技術分野で盛ん

に行われてい るが, そこ では , 目標の製作品の完成に向

けて材料を加工する場面に新奇性が存在すると考え ら れ

てい る。 こ れに関 し て , 足立 ・ 桐田 5) は, 認知心理学

の観点から学習過程を整理 し , 飽によ る木端削 り の場面

を例に, 材料の性質や工具の構造と い っ た未知の知識に

具体的に触れるこ と が生徒の思考活動 を促進し てい る と

説明 し てい る。 以後, ものづ く り と は, 中学校の技術 ・ 

家庭科技術分野 「材料と加工に関する技術」 6) の内容 に

よ るこ と と す る。

また , 興味関心が高めら れる際には, 生徒が学習の意

義 を捉え てい る と よ り 効果的になる と 考え ら れる。 先行

研究 7) におい て , も のづ く り 学習の意義に関 し , 生徒

にと っ て 「資源運用の啓発」 と 「興味関心の向上」 の関

係が近いこ と が明ら かにな っ てい る。 身近な自然環境か

ら伐採 し た原木によ る資源運用等について認識でき る こ
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と に意義 を捉え てい るこ と と , 生徒の興味関心と を関連

づけ ると効果的であるこ と が検証さ れてい る。 ものづ く

り に関 し て不器用感 を意識する生徒 も相当数存在 し 8) , 
材料を加工するこ と に対 して消極的な生徒が一定の割合

で存在す ると 推測 さ れる中, 生徒が身近な地域からの資

源運用 をき っかけに, 材料の加工に取り 組むこ と の必要

性を高めら れる と 考え ら れる。 ひいては, 加工作業に含

まれる新奇性を感 じ ら れるよ う 円滑に導 く こ と ができ , 
興味関心の向上に結びつけ ら れるよ う にな る と見込ま れ

る o

そこ で , 本研究の目的は, 自然環境の保全 をテーマ と

し て, 木材加工の授業によ っ て生徒のものづ く り 学習に

対す る興味関心を高めら れるのかを検討す るこ と と した。 

具体的には, 森林資源と し ての木材を実感でき るよ う に, 
地元の森林で伐採 さ れた原木を手加工す る教材と し て, 
背 も たれや肘掛けのない椅子であ るス ツールを試作 し , 
授業実践するこ と にした。

教材と は, 生徒によ り 深 く 本質的な認識を形成す るた

めの手段と し て教授, 学習過程において意味づけ ら れ, 
役割づけ ら れてい る素材のこ と と さ れる 9) が, 本研究

における教材とは, ものづ く り 学習の全体も し く は大部

分において, その内容 (技術 ・ 家庭科技術分野 「材料と

加工に関する技術」 6)) の習得 のために使用 さ れる も の

と定義する。 すなわち, 椅子づ く り を, 例えば材料の加

工方法 を知 るためのものと す ると同時に, ものづ く り 学

習の指導単位 をま と めた も のと し , 題材'°) の役割 も含

むも のと す る。

地元産木材の利用については, 温室効果ガスの削減に

向け て京都議定書日標達成計画'') が閣議決定 さ れた中

で , 施策と し て木材の地産地消が策定 さ れ, 林野庁 を中

心に運動が進めら れてい る。 こ のこ と に絡めて地元森林

の木材を用い るこ と によ り , 自然環境の資源運用の視点

を木材加工の授業に持ち込むこ と を意図 し ている。 また, 
製材 さ れた木材ではな く , あえ て原木を扱う こ と で , 実
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習で用い る木材と 地元森林の結びつき をよ り 直感的に理

解でき ると期待 さ れる。

こ れまで に, 教育現場の実践と し て , 岐阜県 '2) や奈

良県'3) ,'4) の中学校で地元産の間伐材や風倒木を手加工

し , ペ ンス タ ン ドやマ ガ ジ ンラ ッ ク , 椅子 , 遊具 を製作

す る事例が報告 さ れてい る。 しか し ながら , 生徒の興味

関心の向上に着目 し た研究は見当たら ない。

本研究の計画を, 「地元森林の原木を利用 し た椅子づ

く り 教材の試作」 及び 「地元森林の原木を加工する授業

の試行的実践」 の 2 段階で構成 し た。 「地元森林の原木

を利用 し た椅子づ く り 教材の試作」 では, スツールの構

想を行い, その製作 を通し て工程や作業時間の設定, 工

具の選定 を行 っ た。 ま た, 必要と な る治具を製作 し た。 

次に, 「地元森林の原木を加工す る授業の試行的実践」

では, 興味関心 を高めら れるのかを検討す る ために, 本

教材の工程の一場面を取り 上げて授業実践し , 質問紙法

によ る事後調査を実施 し た。

なお, 本研究では 「授業の試行的実践」 を, 興味関心

の向上を検討する材料を収集する段階と位置づけてい る。 

授業では原木を扱う が, 機械で製材化 さ れた木材を扱う

場合と は異なり , さ さ く れでケガを し ないな ど安全面で

よ り 注意を要す るこ と にな る。 そのため, 落ち着いた作

業態度を見込むこ と のでき る大学生を授業対象に設定 し

て, 安全面に対する懸念を打開し , 研究の焦点を興味関

心の向上に当 て ら れるよ う に し た。 

2 . 地元森林の原木を利用した椅子づく リ教材の試作

2.1 製作品の構想

部材の加工から仕上げに至るまで , 学習者が個別に作

業す るこ と が可能であるこ と に留意 し たい。 も のづ く り

の学習活動では, 複数人数で一 つの製作物の作業に当た

るケ ース も想定 さ れるが, そ れでは作業分担に偏り の生

じ るこ と が懸念 さ れる。 地元森林の原木を利用す る木材

加工の作業を , 学習者一 人一 人に着実に経験 させたい。 

:n 部品 

番号 

部品 

名 
材質 

仕上 が り 

寸法 (mm) 数量 

① 貫棒 コ ナ ラ φ20 X 320 8 
② 脚柱 コ ナ ラ φ40 X480 

(接地部はφ30) 
4 

9

一

図 1 製作品の構想

構想したスツールを図 1 に示す。 同一形状の部品を多

用する構成に し て部品の種類数を 2 にと どめ, 加工作業

の種類を簡素化するよ う に し た。 図 1 のスツールは筆者

のう ち 1 名が構想しているが, 学習者が取り 組むに当たっ

ては, 製作前に, 学習者の体型や椅子の使用条件に応 じ

て寸法 を検討 させたり , そのための製作図 をかかせたり

し て, 設計の学習を行う こ と が考え ら れる。

各部品は主に切削加工で製作するこ と にし , その工具

に ドロ ーナイ フ (図 2 ) を採用 し て, 材料を加工する場

面で新奇性が感 じ ら れるこ とが保証さ れるよう 意図 し た。 

ドロ ーナイ フは, 中学校技術 ・ 家庭科の教科書'5), '6) に

紹介 さ れてお ら ず, 一般の人々にと っ ては珍 しい工具と

な る。 なお, 図 1 では各部品を丸棒に仕上げるよ う に し

てい るが, こ れは技量の高い学生に対 し て目標と させる

形状である。 技量の低い学生に対 し ては, 直径がある程

度寸法に合致すれば丸棒の精度にこ だわらな く させたり , 
接合部分を除き角棒仕上げにさせても よい。 

木材は コナ ラ (学名 : Quercus serrata) を採用 し た。 

コナ ラは, 乾燥において割 れや反り が生 じやす く , 木製

品にはあまり利用 さ れていない樹種であるが, 日本全国

の里山や都市近郊林等で一般的に見るこ と ができ , 比較

的高い強度性能を有するこ と から今後の有効利用が見込

ま れてい る '7)。 また, 萌芽が活発な樹種であり , 伐採後

に根株からの再生を永続的に期待でき るこ と から , 地元

森林におけ る伐採 と萌芽更新 と を絡めら れる。

2.2 伐採

中学校教員が地元森林で伐採作業するこ と を想定した。 

伐採 し たばかり の乾燥 し ていない生木は, 独特の芳醇な

香り があり , 木口に水分が感 じ ら れる。

筆者らは, 金沢大学の学生の協力 を得て, 試行的に伐

採を行った。 その記録を表 1 に示す。 2009年11月に金沢

大学角間キ ャ ンパスの森林において計 3 本のコナラの樹

木を伐採 した。 樹齢は23~ 39年であった。 材料取り の都

合上, 直径が130mm 以上のものを選木し た。 2009年11月

5 日では人数 4 名で樹木 1 本の伐採に要し た時間が180 
分, 同年11月24 日では人数 2 名で樹木 2 本の伐採に要し

た時間が120分 と , 習熟につれて作業時間が短 く な っ た。 

なお , 伐採に際 し ては, 森林を所管す る事務局の部署に

許可を得ている。 作成 さ れた伐採工程表を表 2 に示す。 

作業人数は 2 名を想定した。 作業時間は約 3 時間程度と

想定 さ れるが, 伐採に関す る作業者の経験量, ス ツ ール

何個分に当たる原料を確保するのか, 搬出の距離等によ っ

て変わる と 考え ら れる。 
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日付 高

) 

樹数

) 

人間時 最大径 最小径
(mm) (mm) 

2009年

11月 5日 180 
11月24日 120 

4
2
 

15 
①12 
②8 

260 
250 
160 

210 
200 
130 

表 2 伐採工程表

工程 内容 使用する工具 

選木 材料取り の都合上, 直径が130mm 
以上の も の を選木す る。 

伐倒 樹木が倒れる方向に人がい ない 
こ と に注意す る。 

手引き鋸, 
楔, ハ ンマー

切断 運びやすいよ う に枝 を払い , 長 
さ500mm程度に分け る。 

手引き鋸 

搬出 森林から運び出す。 ロ ープ

2.3 切削作業台の製作

本教材は, 主に切削作業で部品に仕上げるこ と になる。 

その際, 切削する棒状の木材を固定する必要が生 じ る。 

そのための切削作業台 と し て , シ ェ ー ビ ン グホースが知

ら れてい る '8)。 シ ェ ー ビ ン グホ ースは踏み板 を足 で押す

こ と によ り , てこ の原理で木材が固定 さ れ, 材料を体の

正面に置いて切削作業を行う こ と ができ る。 ドロ ーナイ

フの作業と相性が良いこ と , また, 中学校技術 ・ 家庭科

の教科書'5), '6) に紹介 さ れてお ら ず, 使用 に際 し て新奇

性が感 じ ら れると考え ら れたこ とから , シェ ービングホー

ス を製作す るこ と に した。 製作 した ものを図 3 に示す。 

後述の 「授業の試行的実践」 において学生全員が休息を

取り つつ十分作業でき る台数と して, 計 6 台製作 し た。 

図 3 製作 し た シ ェ ービ ン グホ ース

2.4 試作及び治具づ く り

伐採 した樹皮付き生木を用いて, 製作品を試作する。 

2009年11 月~ 12 月に, 金沢大学教育学部の木材加工教室

にて作業は行 われた。

試作に当たり 製作 した治具を図 4 に示す。 こ れらは部

品の寸法計測や作業補助の用途があり , 作業の能率を高

めら れる。 

③ ① ⑤ ④ ② ⑥

①長い方で脚柱, 短い方で貫棒の長 さ と幅を測る

②荒削 り の工程で直角と幅 ・ 厚みを測る

③脚柱の接地方向のデーパー角度を測る

④脚柱 ・ 貫棒の木口面の直径を測る

⑤脚柱のノ穴 あけ箇所 を測る

⑥脚柱をボール盤で穴あけ加工する際に固定する

図 4 製作 した治具

作成 した工程表を表 3 に示す。 まず, 「丸太割り」 で

は, 伐採 し た樹皮付き生木を薪割り の要領で, 木口から

繊維方向に沿っ て斧や, 楔とハ ンマ ーで必要と な る大き

さ に裂いた。 斧や, 楔と ハ ンマ ーを使用す る方法は, 割

裂後の形状 を安定 させるこ と が難しいため, 精密に木取

り を行う こ と ができ な く , 必要と な る大き さ と数量が得

ら れるまで多 く の丸太を費やすこ と になり , 歩留まり は

良 く ない と いえ る。 しかし , チ ェ ーンソ ーや電動薪割機

を使用する方法より も安価に実行でき るため, 今回は斧

や, 楔とハンマーを使用する方法を採用 し た。 「粗取り」

では , 鋸 で必要な長 さ に切断 し た。 「丸太割 り」 及 び

「粗取り」 を通し て, 貫棒用の木材は約40mm四方の柱状

木片, 脚柱用の木材は約60mm四方の柱状木片にす るこ と

を目安と し た。 

表 3 工程表

工程 内容 
使用する工 
具・ 機器 

時間 

丸太 
割 り 

適度な厚 さに丸太を裂く 。 斧, 楔, ハ
ンマー

45分 

粗取 
り 

必要な長 さに丸太を切断する。 45分 

切削 
① 

脚柱, 貫棒の形状に荒削りす 
る。 

ドローナイ
フ

360分 

乾燥 荒削 り後の部品を乾燥 させる。 4週間 

切削 
② 

乾燥後の部品を寸法に仕上げ 
る。 木口面を円形に加工する。 

ドロ ーナイ
フ , 南京飽 

270分 

穴あ 

け 
脚柱の接合箇所に穴をあける。 ボール盤 45分 

接合 脚柱と貫棒を接着 し, 組み立て 
る。 

パイ プ ク ラ
ン ク

45分 

座面 
張り 

鞄用ベル ト (アク リル繊維, 幅 
28mm) を編み込む。 

タ ツカー 45分 
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「切削①」 では, 脚柱や貫棒の形状 をそれぞれ木材に

けがいた後, シェ ー ビングホース (図 3 ) で木材を固定

し , おおまかに不要な部分 を削 り 落と し た。 こ のと き , 
髄が残ら ないよ う に留意 し た。 こ の後の 「乾燥」 で木材

が収縮し , 「切削②」 で部品を再度削 るこ と を見越し て, 
約 5 mmの余裕を も たせた。 収縮の度合の予測が困難であ

るため, かなり の余分な部位 を残すこ と にな る。 こ こ で

使用する ドロ ーナイ フ (図 2 ) は, 両手で力 をこ めて削

るこ と ができ , 樹皮 をむ く こ と も でき る。

「乾燥」 では, 脚柱や貫棒の部品を屋内の風通しの良

い場所で桟積みに し て, 4 週間程の天然乾燥 を行っ た。 

製作後の部品の割れ, 反り , ねじ れを抑制するこ と がで

き る。 天然乾燥の期間に関し ては, 本研究では12月 と冬

場であ っ たが, 土地柄や時季によ っ て多少の変化があ る

と 思われる。

「切削②」 では, 乾燥後の部品に再度けがき線を入れ

た後, シェ ー ビ ングホースで固定 し て ドロ ーナイ フ で削

り , 必要な寸法に仕上げた。 また, 「接合」 に向け て, 
木口面を円形に加工 した。 工具は, 南京 を使用 した。 

曲面形状の部品の表面を仕上げるのに適 し ている。

「穴あけ」 では, ボール盤を使用 し て, 脚柱の接合箇

所に, 貫棒 を挿入す るためのノ穴 (直径20mm, 深 さ30mm) 
をあけた。 「接合」 では, 木工用接着剤で脚柱 と貫棒と

を接着 し , 組み立てた。 充分に硬化 させるため, パイ プ

ク ラ ンクで圧締し , 約24時間静置 し た。 「座面張り」 で

は, 鞄用ベル ト を編み込んだ。 ベル ト はア ク リ ル繊維製

で , 幅28mmのも のを用意 し た。 縦方向 と横方向からベル

ト を直角に交差 させ, 互いに上下上下と な るよ う に編み

込んでいる。

筆者らが試作 し た椅子を図 5 に示す。 この試作品は, 
後述の 「授業の試行的実践」 において見本と な る。 

図 5 試作 した橋子

3 . 地元森林の原木を加工する授業の試行的実践

3.1 授業実践の計画

本研究の目的は, 自然環境保全のテーマの下, 木材加

工の授業によ る生徒の興味関心の向上を検討するこ と で

ある。 「授業の試行的実践」 に際し ては, 新奇性が感 じ

ら れる こ と が保証 さ れるために採用 し た ドロ ーナイ フ に

よ り 地元森林の原木を切削する作業において, ものづ く

り 学習に対する興味関心を高めら れるのかを争点と し た。 

そこ で , ドロ ーナイ フ を使用す る最初の機会である 「切

削①」 (表 3 ) の一場面を取り 上げて授業実践し , 質問

紙法によ る事後調査を実施するこ と にする。

立案 し た授業計画を表 4 に示す。 「切削①」 の作業時

間は360分であ るが, その始めの90分の内容に当 た る。 

ドロ ーナイ フの使用方法を習得 し , 貫棒を荒削り するこ

と が目標と な る。 「切削①」 では脚柱 4 本と貫棒 8 本の

荒削り を行う が, 貫棒の方が寸法は小 さ く 比較的作業が

容易であ るため, 貫棒から先に取り 掛かるこ と に し てい

る。 材料は, 伐採後間も ない樹皮付き生木の丸太から , 
「粗取り」 (表 3 ) したものである。 

3.2 事後調査票

ものづ く リ 学習に対する興味関心に関する反応を集約

す る ための調査票が必要にな る。 調査票は, 筆者 ら の先

行研究'9) のも の を修正 し て使用 し た。 こ の調査票は , 
興味関心を含む, も のづ く り 学習に対す る意識について

の質問項目で構成 さ れてい る。 なお, 修正では一部の用

語を本研究の内容に沿う よう 置き換えている。 また, 本

研究の目的に直接の関係性がない項目は集計で除く こ と

にな る。 集計 さ れる項日は 8 項日 と な る。 そ れら の項目

を表 5 に示す。 集計での都合上, ①~ ⑧の番号を付けた。 

番号の順序は, 集計での点数の平均値の高い順と した。 

回答形式は 7 件法と した。 4 件法や 5 件法と比べ, 学習

への反応をよ り 細か く 把握で き る。 選択肢は, 「全 く そ

う 思う」 , 「そう 思う」 , 「ややそう 思う」 , 「 どちらでもな

い」 , 「ややそう 思わない」 , 「そう 思わない」 , 「全然そう

思わない」 と し た。

併せて, 自由記述形式の回答欄を設けた。 本教材によ

る授業に対す る感想を記述 し ても らい, 上記質問項日の

回答について , その背景 を考察す る材料 と す るためであ

る。 質問の文言は, 「内容 を振り 返 っ て , 思 っ たこ と や

感 じたこ と を書いて下 さい。」 と し た。 

3.3 授業の対象及び事後調査の方法

金沢大学におけ る 「環境と木工業基礎実習」 の授業の

一部と して, 2010年10月に同大学教育学部木材加工教室

にて, 受講の学生 9 名を対象に本授業を実施し た。 授業

実践におけ る学生数が小規模であ るが, ドロ ーナイ フ を

使用する授業実践の先行研究が見受け ら れな く , 参考に

でき る資料も なかっ た時点において, 授業の運営面 を心

配す る観点からは適正 と考え ら れる。

学生の作業後, 90分の授業の終了間際に事後調査を行っ

ている。 授業及び調査の実施は, 筆者のう ち 1 名が担当

し た。 調査に際し ては, 項日の内容を口頭で周知 し , 学

生間で内容の解釈に相違が生 じ ないよ う に留意し た。 

3.4 結果と考察

授業は表 4 に示 し た計画に沿っ て滞り な く 行われた。 

学生全員が貫棒 2 本の荒削り を終え るこ と ができ た。

事後調査の集計では, 「全 く そう 思う」 を 7 点, 「そう

思う」 を 6 点と , 肯定的な回答から順々に点数化 した。 

集計結果を表 6 に示す。 
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表 4 工程 「切削①」 における最初の授業時間の計画

過程 学習項目 学習者の活動内容 指導者の支援 

導入 
(15分) 

目標 

・ 森林資源と しての木材 を実感する。 

・ 本授業の目標が, 貫棒部材の荒削 り で ある 
こ と を知 る。 

・ 工具や治具, シェ ー ビングホース (切削作 
業台) の使い方 を理解する。 

・ 使用する木材が地元森林で伐採 された原木 
であるこ と を説明する。 

・ 見本の椅子の貫棒が使用 さ れてい る部分 を 
見せ , 貫棒の働き を補足説明する。 

・ 材料と して , 伐採後間も ない樹皮付き 生木 
の丸太から 「粗取り」 した も のを配る。 

・ 工具や治具 を配 り , 設置 し ておい た シ ェ ー
ビ ン グホ ー ス を紹介す る。 

・ 工具や治具, シェ ー ビン グホースの使い方 
の手本 を演示す る。 

展開 
(60分) 

切削作業 ・ 寸法計測におけ る基準面の役割 を知る。 

・ 木材の板目面と柾目面を知る。 

・ 第1面と して基準面をつ く る と こ ろから , 
切削 を始 め る。 

・ 木材の繊維方向 と 強度 と の関連性 を理解 
し , 木目に沿っ て削る こ と を確認す る。 

・ 基準面が出来上がっ た ら , 平面になつてい 
るかを確認 し , 必要に応 じて修正す る。 

・ 削 り片が水分 を含んでい るこ と を知る。 

・ 治具 を用いて , 貫棒の形状 をけがく 。 

・ 第2面, 第3面, 第4面と順次, けがき と切 
削 を繰 り返 し , 木材 を四角柱状に加工す 
る。 

・ 四角柱状の木材の角 を削 り , 円柱状に加工 
す る。 

・ 点検 して1本目が仕上がっ た ら , 2本目の作 
業に取 り掛かる。 

・ 2本目 を仕上げ る。 

・ 荒削 り後の貫棒に日付 を書 く 。 

・ 使用工具の片付け と 清掃 を行 う。 

・ 使用する治具を再確認 させ る。 

・ 板日面の方が基準面に適 し てい るこ と を説 
明す る。 

・ 手 を傷つけない ために軍手 を配る。 

・ 手元の木材の繊維方向に注目させて , 強度 
と の関連性 を説明す る。 

・ ド ロ ーナイ フ が上手 く 使 え ない 学習者 に 
は, 個別に手本 を見せ る。 

・ 学習者がつ く っ た基準面の出来上がり を点 
検す る。 

・ 削 り片 を集 めて圧搾 し , 水分 を出 して , 伐 
採直後の生木であるこ と を確認 させ る。 

・ 乾燥の際に収縮す るため, 貫棒の形状のけ 
がき線 と , そこ から から5mm程度離れた線 
と を材料に入れ, 後者の線まで切削す る こ 
と を指示す る。 

・ 直角 を計 る治具があ る こ と を再確認 さ せ 
る。 

・ 学習者が削 り過ぎない よ う に注意す る。 

・ 各学習者の1本目の出来上が り を点検 し , 
助言 を行 う。 

・ 全体の作業の管理 を行 う と と も に , 必要に 
応 じて個別指導 し , 作業の向上を図る。 

・ 各学習者の貫棒 を集める。 

・ こ の後, 貫棒 を自然乾燥 させ る こ と を知 ら 
せ る。 

ま と め 
(15分) 

事後調査 

・ 学習内容 を振 り返る。 

・ 事後調査票に回答す る。 

・ 学習のま と め を行 う。 

・ 事後調査票 を配布す る。 

・ 学習者の回答後, 事後調査票 を回収す る。 

15 
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表 5 事後調査票の質問項目
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表 7 事後調査の点数が高かった学生の自由記述例

項日内容 学生 自由記述

① 次につ く る と きは今よ り いい もの をつ く り たい。 

② 他のも のづ く り も し てみたい。

③ 次に同様の企画があっ た ら参加 したい。

④ ものづ く り以外のこ と は考えず、 集中 して作業に
取り組んだ。

⑤ 出来上がっ た後の達成感 を感 じた。

⑥ さ わやかな気分にな っ た。

⑦ も う一度, 今日の作業 を してみたい。

⑧ ものづ く り が好き にな っ た。 

表 6 集計結果

学生 
項目 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

A 7 7 6 6 7 7 6 7 
B 7 7 6 5 6 6 6 6 
c 5 5 7 6 6 7 7 5 
D 7 6 6 6 5 6 6 5 
E 7 7 7 7 6 6 7 6 
F 6 6 6 6 6 6 5 5 
G 7 6 6 6 6 6 5 7 
H 5 6 6 6 6 5 5 5 
, 6 6 5 6 6 4 5 6 

平均値 6. 3 6. 2 6. 1 6. 0 6. 0 5. 9 5. 8 5. 8 

A : 最初は滑っ た り引 つかかっ た り して スムーズに
いかず大変で したが、 だんだん慣れて く る と 楽
し く なっ てき て、 目の前の木材に集中 してい る
時間がと て も気持 ちよかっ たです。 体を使っ て
何かす る こ と 、 そ も そ も木 を加工す る体験を あ
ま り し た こ と がなかっ たので、 新鮮な気持 ちで
取り組め、 終わっ た後の達成感 も一潮で した。

(以下略) 
B : 原木から材料 を作り 出すのは、 想像以上に大変

なこ と だっ た。 こ の大変 さ を知 ら ないのは私だ
けでな く 、 多 く の人がそ う 思っ てい る と 思 う。
今日はほんの少 し しか体験 し てい ないが、 その
中で森林を感 じながら作業でき 、 完成 した と き
はさ わやかな気分になっ た。 こ うい う 体験は
や っ たこ と がない し、 なかなか体験す る機会も
ないので良い機会だっ た。 (以下略) 

E : こ れだけ し っ かり と 木 を削る と い う機会は今ま
でな く 、 初めての体験だ っ たので、 と て も楽 し
かっ た。 削 る と き、 どのよ う に削れば手早 く き
れいに正確に削れるのかを考えてや っ てみた
が、 なかなか難 しかっ た。 (脱力、 肩の力 を抜
く 、 腕の重みな ど を利用する と 良いのだ ろ う
か ? ) け ど、 や っ てい る う ちになんと な く わ
かっ て き た気 も した。 (以下略) 

G : 木 を削る と い う 体験を今回初めて したのです
が、 は じめのほ う は思っ た よ う に削れなかっ た
り 、 手が痛かっ た り す る こ と ばかり 考えていた
け ど、 なれてでき るよ う になっ てき てからは夢
中になっ て削る こ と に集中 して作業 してい ま し
た。 (以下略) 

表 6 よ り全項目について回答点数の平均値が 5 点を越

え て 6 点に近いこ と がわかる。 6 点は 「そう 思う」 の回

答であり , 学生全体と し て, ものづ く り 学習に対する興

味関心が, 授業後に高い状態であると いえ る。 特に, 項

目①~ ③は 6 点を越えている。 項目①は 「次につ く ると

きは今よ り いい も のをつ く り たい」 , 項日②は 「他のも

のづ く り も し てみたい」 , 項目③は 「次に同様の企画が

あっ たら参加 したい」 であり , ものづ く り への向上心を

意味 し ていると考え ら れる。 授業後の学生は, ものづ く

り 学習への興味関心の中でも , 向上心の一面が高 く なっ

てい るこ と が示唆 さ れる。

事後調査の点数が高かった学生と してA , B , E , G 
を抽出 した。 7 点も し く は 6 点の回答が, 全 8 項目中 7 
項目以上であっ た学生 を選出 し てい る。 こ れらの学生が

授業後に自由記述し たものを表 7 に示す。 表 7 において, 
授業内容に新奇性を感 じたとす る記述が散見 さ れる。 例

えば, 学生A は 「木を加工する体験をあまり し たこ と が

なかっ たので , 新鮮な気持ちで取り 組め」 と , 学生E は

「こ れだけ し っかり と 木を削 ると いう 機会は今までな く , 
初めての体験だ っ た」 と記述 し てい る。 学生たちが, ド

ロ ーナイ フ を用いた木材切削の手加工に目新 し さ を感 じ

るこ と を背景に し て, ものづ く り 学習に対する興味関心

を高めてい る こ と が窺われる。

事後調査の点数が低かった学生と して H , I を抽出し

た。 学生Hは 5 点の回答が全 8 項目中 4 項目であり , 学

生 I は 5 点の回答が 2 項目と 4 点の回答が 1 項目であっ

た。 3 点以下の回答はなかっ たため, 5 点 も し く は 4 点
の回答が比較的多かっ た学生を選出 し ている。 学生の授

業後の自由記述を表 8 に示す。 表 8 では, 切削作業への

未練を示す記述がみら れる。 学生H は 「作業を始めてす

ぐは, 力の入れ方 と かま っ た く わから なかっ た」 と , 学

生 I は 「作業があま り ス ムーズに進ま なかっ たが, 木の

特性を知れば, も っ と作業が速 く 進めるこ と ができ るだ

ろ う と 思っ た」 と記述 し てい る。 作業 を円滑に進めさせ

るため, 学生の技量を確認 し , 手工具によ る切削作業に

関係する木材の特性, 例えば, 水分の多い原木の切削は

一般にみら れる気乾状態の木材の切削 とは異な る特性の

あ るこ と を教示 し て新奇性 を感 じ させるこ と によ っ て , 
伐採直後の生木を使 っ て, 身近な地域にあ る自然資源の

運用 を実感 させるよ う 指導す るこ と が重要であ る と認識

さ れた。 

4 . 結 論
本研究は, 地元森林で伐採 さ れた原木を手加工する教

材を考案 し , ものづ く り 学習に対する興味関心の向上を

検討す るも のであっ た。 教材の試作及び, 授業の試行的

実践が行われ, それらの結果は次のよ う にま と めら れる。 

(1) 地元森林の原木の利用, 加工作業の種類の簡素化,
新奇性が感 じ ら れるよ う ドロ ーナイ フによ る切削加工

を採用す る こ と を条件に, ス ツ ールタイ プの椅子が構

想さ れた。 伐採作業から取り 掛かり , 加工や組立てを

経て試作品が完成 さ れ, その工程表が作成 さ れた。

(2) 考案 し た教材の, ドロ ーナイ フ を使用す る最初の機

会と なる場面を取り 上げて大学生を対象に授業を試行

し た。 質問紙法によ る事後調査では, 授業後, 学生た
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学生 自由記述

H : 作業 を始めてす ぐは、 力の入れ方と かまっ た く
わから なかっ たけ ど、 先輩がや る と こ ろ を見た
り してい る う ちにだんだんわかっ てき た。 最後
のあた り はだいぶ コ ツ をつかんだ気が し た。 ま
た、 材料の木はまだみずみず しいやつだ と 聞い
ていたけ ど、 握っ てみた ら本当に し っ と り と し
ていて、 冷たかっ たので驚いた。 あと 、 話 を聞
い てい る と き はでき そ う にない と 思っ ていたけ
ど、 やっ てみた ら意外と でき たのでほっ と し
た。 (以下略) 
今日の作業は初めてのこ と だっ たので、 と て も
難 しかっ たが、 楽 し く 作業 をす る こ と ができ
た。 作業があま り ス ムーズに進ま なかっ たが、
木の特性 を知れば、 も っ と作業が速 く 進める こ
と ができ るだ ろ う と 思っ た。 

ちは, ものづ く リ 学習に対する興味関心が高い状態で

あ るこ と が示 さ れた。

(3) 授業後の自由記述では, 学生たちが ドロ ーナイ フ に

よ る木材の切削に新奇性 を感 じ るこ と を通 し て , もの

づ く り 学習に対する興味関心を高めているこ と が確認

さ れた。 ま た , 作業 に当 た っ ては , 切削 に関係す る木

材の特性, 例えば, 水分の多い原木の切削は一般にみ

ら れる気乾状態の木材の切削 と は異な る特性のあ るこ

と を教示 し , 伐採直後の生木を使っ て, 身近な地域に

ある自然資源の運用 を実感 させるよ う 指導す るこ と が

重要であ る と 認識 さ れた。

以上のこ と から , 地元森林の原木を利用する木材加工

の授業において, ものづ く り 学習に対する興味関心が向

上するこ と が示唆 さ れたと考え ら れる。 本研究の結果を

受けて, 今後は, より受講者数を多 く した場合や, 椅子

づ く り の工程を一通り 終えた場合におけ る, ものづ く り

学習に対する学生の興味関心の状況を検討するこ と が必

要になるだろう 。 中学生を対象に授業する場合について, 
地元森林の原木の入手方法が憂慮 さ れるが, 業者から取

り 寄せる事例9),や中学生が伐採す る事例'°) があ るこ と

から , 教材準備の段階での工夫が課題と な る と いえ る。 

また , 切削台 につい ては, 万力やク ラ ンプで代用で き れ

ば, そ れによ る新奇性は感 じ ら れな く な るが, 教材を準

備す る教師の負担が軽減 さ れる と 考え ら れる。 こ れら の

課題を検討 し た上で, 授業実践を重ねて学習指導を追求

し たい。 

参考文献

1 ) deCharms, R. : Personal Causation : The Internal
Affective Determinants of Behavior , Academic Press 
(1968)

2 ) 文部科学省中央教育審議会 : 幼稚園、 小学校、 中学

校、 高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改

善について (答申) (2008)
3 ) 辰野千寿, 高野清純, 加藤隆勝, 福沢周亮 (編) :

教育心理学辞典, 教育出版, p 69 (1986)
4 ) Berlyne, D.E. : Novelty and curiosity as determinants 

of exploratory behavior, British journal of psychology, 




